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1) 立命館大学 

1. はじめに

ラウンドアバウトとは、一方通行の環道交通流に優

先権のある円形の交差点である。信号交差点や通常の

無信号交差点に替わる新たな平面交差部の制御方式と

して、近年海外で積極的に導入されている。日本にお

いても安全性、遅れ時間の削減及び環境負荷量の低減

の利点にラウンドアバウトが注目され、導入に向けた

動きが高まっている 。

吉岡らは ラウンドアバウトと信号交差点の 排

出量を実車走行実験に基づいて比較し、ラウンドアバ

ウト型交差点の方が環境負荷量少ない結果となった。

しかし、施工段階から廃棄段階までのライフサイクル

を通してのラウンドアバウトと信号交差点の比較分析

は行われていない。そこで今回は、車両の加減速の

排出量を分析することで走行実態の差を反映したラウ

ンドアバウトと信号交差点のライフサイクル環境負荷

量の算出を行い比較し評価を行う。

2. 研究手法

本研究では、長野県飯田市東和町のラウンドアバウ

トを研究対象とする。長野県飯田市東和町の交差点は

安全面の問題から、信号交差点の改良もしくはラウン

ドアバウトが検討され、ラウンドアバウトが選択され

た。評価範囲を調達段階・施工段階・維持管理段階・

運用・廃棄段階の つの段階に分類する。

運用期間は 年と設定する。

調達段階：ラウンドアバウト施工で要した建設材

料 の製造時、運搬時 と仮定 に発生する環境負

荷量を算出した。

施工段階：積算書に基づき、重機施工歩掛より稼

働時間を求め、その稼働時間に 時間当たりの燃料と

軽油の 原単位を乗じて環境負荷量を算出した。

維持管理段階：供用後、 年後に新材、再生材を

用いたオーバーレイ工法 今回は表層の を修繕す

ると仮定した 、その 年後に新材、再生材を用いた打

替え工法 下層路盤よりも上の層の取り換え を行うと

想定し、調達と運搬 、施工時の環境負荷量を算

出した。

運用段階：ラウンドアバウトを走行する車両の挙

動を分析し、環境負荷量を算出した。

東和町の交差点に設置された によって撮影さ

れた動画データを用いて車両 台につき 秒間隔に

車両挙動を分析した。車両挙動を分析する際にはビデ

オ画像処理システム「 」 を使用し

た。調査日時は表 に示すとおりである。

表 1 調査日時

ラウンドアバウト 改良前

信号交差点

対象日

対象時刻 ～

車両挙動から環境負荷量を算出する際には車両の加

減速を中島ら による推定式を用いることで燃料消費

量を推定し， 換算係数 を掛けあわせることで環境

負荷量を求めた。

用いた推定式を ～ に示す。

加速

定常

減速

アイドリング

平均燃料消費量

加速度

平均速度

廃棄段階：ラウンドアバウト以前の交差点の撤去

と周辺構造物の撤去、残土と取り壊し構造物の運搬時

の環境負荷量を算出した。

3. 結果と考察

3.1 運用段階

ラウンドアバウトと改良前信号交差点における対象

日時の車両台数及び環境負荷量推定結果を表 に示す。

 
 

表 2 対象日時の環境負荷量

ラウンド

アバウト

改良前

信号交差点

車両台数 台

対象日時の総燃料消費量

環境負荷量

平均環境負荷量 台

本稿は国際交通安全学会 により、ある平日 日の

昼間 ～ 時 の交通量データに道路交通センサスの

交通量の昼夜比率を乗じることで夜間 時～ 時 の

車両台数を算出し、それを合計して 日の交通量とし

た。その値に 年を乗じたものを運用段階の環境負荷

量として算出した。１日の交通量の推計値を表 に示

す。

表 3 １日の交通量

昼 時～ 時 台

夜 時～ 時 台

合計 時間 台

図 はラウンドアバウト、改良前信号交差点の環境

負荷量の算出結果である。信号交差点に比べラウンド

アバウトでは車両が緩やかな加速をすることや車両の

停止時間の減少により環境負荷量が少なくなることが

わかった。

図 1 運用段階の環境負荷量

3.2 その他の段階

図 は調達段階、施工段階、維持管理段階、廃棄段

階におけるラウンドアバウト化事業と信号改良化事業

の環境負荷量の算出結果である。

両事業の環境負荷量を比較すると，いずれの工法，

材料においても 年間の維持管理を行うとラウンド

アバウト化事業が信号交差点の改良化事業に比べ約

環境負荷量が少なることがわかった．

初期建設 調達、施工、廃棄段階 においては施工面

積からラウンドアバウト化事業の環境負荷量が交差点

改良化事業に比べ多くなったが、維持管理段階におい

て 信号の稼働による消費電力が多く生じたため，

長期的に維持管理を行えば交差点の改良事業の環境負

荷量がラウンドアバウト化事業を上回る結果となった。

図 2 システム境界内における環境負荷量

4. おわりに

本研究では、ラウンドアバウトのライフサイクルに

おける環境負荷量を算出した。今後は、運用段階にお

いて、ラウンドアバウトを走行する車両の走行速度プ

ロファイルの平均値を分析することで自由交通流によ

る速度プロファイルの推定を行い、他の設計条件に適

用できるモデル化を検討していく。また信号改良化交

差点に関しては車両挙動の分析方法を検討していく予

定である。
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